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◇◇
「「
統統
合合
作作
戦戦
司司
令令
部部
（（
仮仮

称称
））
」」
のの
創創
設設

〇
司
令
部
の
概
要

・
統
合
作
戦
司
令
部
（
仮
称
）

（
創
設
当
初
は
約
２
４
０
人
）

を
令
和
６
年
度
末
に
市
ヶ
谷

に
設
置

・
統
合
作
戦
司
令
官
（
仮
称
）

は
陸
海
空
幕
僚
長
と
同
格
の

将
官
を
配
置

〇
司
令
官
の
役
割

・
自
衛
隊
の
運
用
等
に
関
し
、

平
素
か
ら
部
隊
を
一
元
的
に

指
揮

・
陸
・
海
・
空
・
宇
宙
・
サ

イ
バ
ー
・
電
磁
波
な
ど
の
領

域
に
お
け
る
統
合
作
戦
の
遂

行

な
ど

◇◇
人人
的的
基基
盤盤
のの
強強
化化

○
自
衛
官
の
給
与
・
手
当
に

係
る
処
遇
の
改
善

・
護
衛
艦
、
潜
水
艦
等
の
乗

組
員
に
支
給
す
る
手
当
の
引

上
げ
（
支
給
割
合
を
約
10
％

引
上
げ
）

・
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
で
勤
務

す
る
隊
員
に
支
給
す
る
手
当

の
新
設
（
日
額
８
６
０
円
を

支
給
）

・
防
空
指
令
所
等
で
勤
務
す

る
隊
員
へ
の
手
当
の
支
給

（
日
額
７
４
０
円
等
を
支
給
）

・
自
衛
隊
サ
イ
バ
ー
防
衛
隊

で
勤
務
す
る
隊
員
に
支
給
す

る
手
当
の
引
上
げ
（
支
給
割

合
を
約
16
％
等
引
上
げ
）

・
水
陸
機
動
団
で
勤
務
す
る

隊
員
に
支
給
す
る
手
当
の
引

上
げ
（
支
給
割
合
を
約
13
％

引
上
げ
）

・
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
中
の
隊

員
に
支
給
す
る
手
当
の
新
設

（
日
額
４
２
６
０
円
等
を
支

給
）

・
基
地
警
備
等
の
た
め
に
深

夜
勤
務
す
る
隊
員
に
支
給
す

る
手
当
の
引
上
げ
（
日
額
７

３
０
円
か
ら
１
１
０
０
円
に

引
上
げ
等
）

・
普
通
科
連
隊
等
の
狙
撃
手

へ
の
手
当
の
支
給
（
階
級
初

号
俸
の
１
６
．
５
％
等
を
支

給
）

・
馬
毛
島
で
勤
務
す
る
こ
と

と
な
る
隊
員
へ
の
手
当
（
へ

き
地
手
当
等
）
の
支
給
等

（
俸
給
等
の
15
％
を
支
給
）

○
自
衛
官
の
「
実
員
」
の
廃

止
自
衛
官
の
定
数
の
範
囲
内

に
お
い
て
、
自
衛
官
の
予
算

上
の
人
員
数
の
上
限
と
し
て

各
年
度
要
求
し
て
い
た
、
自

衛
官
の
「
実
員
」
を
廃
止

◯
海
自
艦
艇
の
通
信
環
境
の

改
善

・
居
住
区
画
に
お
い
て
も
隊

員
個
人
の
携
帯
電
話
か
ら
メ
ー

ル
の
送
受
信
が
可
能
と
な
る

よ
う
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
受
信

装
置
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
と

隊
員
が
家
族
と
連
絡
を
取
る

た
め
の
電
子
家
庭
通
信
装
置

を
接
続

・
水
上
艦
艇
に
加
え
、
潜
水

艦
に
お
い
て
も
電
子
家
庭
通

信
装
置
を
整
備
等
女
性
活
躍
、

働
き
方
改
革
及
び
生
活
・
勤

務
環
境
改
善
の
推
進
等

○
女
性
自
衛
官
の
教
育
・
生

活
・
勤
務
環
境
の
基
盤
整
備

○
予
備
自
衛
官
等
管
理
シ
ス

テ
ム
の
整
備

○
第
一
線
救
護
能
力
等
の
強

化○
戦
傷
者
の
後
送
間
救
護
能

力
の
強
化

○
自
衛
隊
病
院
の
機
能
強
化

な
ど

◇◇
機機
動動
展展
開開
能能
力力
・・
国国
民民
保保

護護○
「
自
衛
隊
海
上
輸
送
群

（
仮
称
）
」
の
新
編

南
西
地
域
へ
の
機
動
展
開

能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

共
同
の
部
隊
と
し
て
「
自
衛

隊
海
上
輸
送
群
（
仮
称
）
」

を
新
編

○
機
動
舟
艇
の
取
得
（
３
隻
）

・
南
西
島
嶼
部
等
に
部
隊
や

物
資
を
迅
速
に
輸
送
す
る
た

め
に
使
用
す
る
機
動
舟
艇
を

取
得

・
「
自
衛
隊
海
上
輸
送
群

（
仮
称
）
」
に
配
備
予
定

○
民
間
輸
送
力
活
用
事
業

令
和
７
年
12
月
に
現
Ｐ
Ｆ

Ｉ
船
舶
の
契
約
が
満
了
す
る

こ
と
か
ら
、
民
間
船
舶
を
活

用
し
た
輸
送
体
制
に
空
白
を

生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
新
た

に
２
隻
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
船
舶
を
確

保◇◇
スス
タタ
ンン
ドド
・・
オオ
フフ
防防
衛衛
能能

力力
・・
統統
合合
防防
空空
ミミ
ササ
イイ
ルル
防防

衛衛
能能
力力

◯
新
地
対
艦
・
地
対
地
精
密

誘
導
弾
の
開
発

長
距
離
飛
翔
性
能
、
精
密

誘
導
性
能
な
ど
対
艦
・
対
地

対
処
能
力
を
向
上
し
た
新
た

な
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ

イ
ル
の
開
発
に
着
手
（
12
式

地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型

の
地
上
装
置
を
活
用
可
能
）

◯
ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
機
能
の

艦
艇
へ
の
付
加

令
和
７
年
度
の
ト
マ
ホ
ー

ク
納
入
に
向
け
艦
艇
へ
の
機

能
を
付
加
。

○
Ｇ
Ｐ
Ｉ
の
日
米
共
同
開

発
Ｈ
Ｇ
Ｖ
の
滑
空
段
階
に
お

い
て
対
処
す
る
た
め
の
誘
導

弾
を
共
同
開
発

◇◇
無無
人人
アア
セセ
ッッ
トト
防防
衛衛
能能
力力

○
Ｕ
Ｓ
Ｖ
の
試
験
的
運
用

Ｕ
Ｓ
Ｖ
運
用
の
知
見
を
早

期
に
獲
得
す
る
と
と
も
に
国

産
Ｕ
Ｓ
Ｖ
の
開
発
促
進
を
図

る
た
め
、
各
国
で
運
用
実
績

の
あ
る
Ｕ
Ｓ
Ｖ
を
供
試
器
材

と
し
て
取
得

○
戦
闘
支
援
型
多
目
的
Ｕ

Ｓ
Ｖ
の
研
究

警
戒
監
視
や
対
艦
ミ
サ
イ

ル
発
射
等
の
機
能
を
選
択
的

に
搭
載
し
、
有
人
艦
艇
を
支

援
す
る
ス
テ
ル
ス
性
を
有
し

た
Ｕ
Ｓ
Ｖ
を
研
究

◇◇
領領
域域
横横
断断
作作
戦戦
能能
力力

○
静
止
軌
道
間
光
デ
ー
タ

中
継
実
証

民
間
事
業
者
が
運
用
す
る

光
デ
ー
タ
中
継
衛
星
を
利
活

用
し
、
静
止
軌
道
間
で
の
光

通
信
に
よ
る
デ
ー
タ
伝
送
を

実
証

○
機
動
戦
闘
車
等
と
連
携

し
、
機
動
的
に
侵
攻
部
隊
対

処
を
行
う
た
め
の
共
通
戦
術

装
輪
車
（
歩
兵
戦
闘
車
及
び

機
動
迫
撃
砲
）
を
取
得

・
共
通
戦
術
装
輪
車
（
歩
兵

戦
闘
車
）
の
取
得
（
24
両
）

・
共
通
戦
術
装
輪
車
（
機
動

迫
撃
砲
）
の
取
得
（
８
両
）

○
新
型
Ｆ
Ｆ
Ｍ
の
建
造
（
２

隻
）長

射
程
ミ
サ
イ
ル
の
搭
載
、

対
潜
戦
機
能
の
強
化
等
、
各

種
海
上
作
戦
能
力
が
向
上
し

た
新
型
の
Ｆ
Ｆ
Ｍ
（
４
８
０

０
㌧
）
を
建
造

○
新
型
補
給
艦
の
建
造
（
１

隻
）あ

ら
ゆ
る
事
態
に
お
い
て

護
衛
艦
等
の
任
務
継
続
の
た

め
、
洋
上
に
お
け
る
後
方
支

援
能
力
を
強
化
し
た
補
給
艦

（
１
４
５
０
０
㌧
）
を
建
造

◯
新
田
原
基
地
に
「
臨
時
Ｆ
ー

35
Ｂ
飛
行
隊
（
仮
称
）
」
を

新
設

◇◇
防防
衛衛
技技
術術
基基
盤盤
のの
強強
化化

○
防
衛
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

技
術
研
究
所
（
仮
称
）
の
創

設
防
衛
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

画
期
的
な
装
備
品
等
を
生
み

出
す
機
能
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
た
め
、
米
国
の
Ｄ
Ａ
Ｒ

Ｐ
Ａ
（
国
防
高
等
研
究
計
画

局
）
や
Ｄ
Ｉ
Ｕ
（
国
防
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
）
に

お
け
る
取
組
を
参
考
に
、
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー

チ
、
手
法
に
よ
り
、
変
化
の

早
い
様
々
な
技
術
を
、
将
来

の
戦
い
方
を
大
き
く
変
え
る

革
新
的
な
機
能
・
装
備
に
つ

な
げ
て
い
く
防
衛
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
技
術
研
究
所
（
仮
称
）

を
防
衛
装
備
庁
に
創
設

◯
新
地
対
艦
・
地
対
地
精
密

誘
導
弾
の
開
発

◯
Ｇ
Ｐ

Ｉ
の
日

米
共
同

開
発

○
無
人

水
陸
両

用
車
の

開
発

○
無
人

水
上
飛

行
艇
活

用
の
検

討○
次
期

戦
闘
機

と
連
携

す
る
無

人
機
の
研
究
等

○
次
期
戦
闘
機
の
共
同
開
発

機
関
へ
の
拠
出
金

○
装
甲
車
両
の
近
代
化
に
関

す
る
研
究

○
将
来
Ｅ
Ｍ
Ｐ
装
備
技
術
の

研
究

○
国
際
標
準
に
則
っ
た
耐
空

性
の
認
証
の
た
め
の
体
制
整

備◇
注
１
防
衛
予
算
に
は
歳

出
ベ
ー
ス
（
そ
の
年
度
に
支

払
う
予
算＝

６
年
度
の
場
合

約
７
兆
７
２
４
９
億
円
）
と

契
約
ベ
ー
ス
が
あ
り
、
契
約

ベ
ー
ス
の
予
算
は
当
年
度
・

次
年
度
以
降
の
歳
出
ベ
ー
ス

に
分
割
し
て
反
映
さ
れ
る
。

注
２
Ｈ
Ｇ
Ｖ

極
超
音

速
滑
空
体

注
３
Ｇ
Ｐ
Ｉ

滑
空
段

階
迎
撃
用
誘
導
弾
（
Ｈ
Ｇ
Ｖ

迎
撃
ミ
サ
イ
ル
）

共通戦術装輪車（歩兵戦闘車）（イメージ）

令令和和６６年年度度防防衛衛予予算算
防
衛
省
は
昨
年
12
月
、
令
和
６
年
度
予
算
を
「
防
衛
力
抜
本
的
強
化
の
進
捗
と
予
算
」
と
名
付
け
公
表
し
た
。

令
和
５
年
４
月
に
防
衛
大
臣
を
本
部
長
と
し
た
「
防
衛
力
抜
本
的
強
化
推
進
本
部
」
を
設
置
、
装
備
品
の
早
期
運
用
化
の
た
め
の
事
業

進
捗
管
理
等
を
行
い
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
５
年
間
の
防
衛
力
整
備
計
画
事
業
費
４
３
．
５
兆
円
（
契
約
ベ
ー
ス
（
注
１
）

以
下
同
じ
）
の
42
％
を
令
和
６
年
度
ま
で
に
措
置
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
６
年
度
予
算
（
当
初
）
は
５
年
度
の
当
初
予
算
に
補

正
予
算
を
加
え
た
約
９
兆
８
百
億
円
を
上
回
る
約
９
兆
６
千
億
円
を
計
上
し
た
。

更
に
、
防
衛
力
整
備
計
画
の
特
記
す
べ
き
進
捗
と
し
て
、
①
ス
タ
ン
ド
オ
フ
防
衛
能
力
に
つ
い
て
は
、
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上

（
地
発
型
）
の
配
備
と
ト
マ
ホ
ー
ク
の
取
得
を
１
年
前
倒
し
（
令
和
８
年
度⇨

７
年
度
）
②
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
に
つ
い
て
は
、

Ｈ
Ｇ
Ｖ
（
注
２
）
等
へ
の
対
処
を
目
的
と
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｉ
（
注
３
）
の
日
米
共
同
開
発
開
始
を
決
定
、
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
搭
載
艦
の
設
計

契
約
を
締
結
③
装
備
品
調
達
の
年
度
内
の
早
期
時
期
に
契
約
締
結
④
施
設
の
強
靭
化
の
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
業
務
契
約
を
締
結
・

作
成
作
業
に
着
手
、
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
た
。
特
筆
す
べ
き
６
年
度
の
新
規
事
業
は
次
の
と
お
り
。

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広
様
５
千
５
５
５
円

内内

局局

川
嶋
貴
樹
様

２
万
円

（
順
不
同
、
二
月
二
十
九
日
現
在
）

こ
の
日
、
隊
員
及
び
隊
員
家

族
等
約
５
０
０
名
と
と
も
に
、

広
島
県
隊
友
会
（
会
長
・
寺
尾

憲
治
）
呉
支
部
（
支
部
長
・
豊

澤
幸
徳
）
の
会
員
８
名
が
激
励
・

見
送
り
を
行
っ
た
。

ま
た
、
出
港
後
に
は
同
艦
が

通
過
す
る
大
須
瀬
戸
で
会
員
８

名
が
呉
隊
友
旗
を
掲
げ
て
激

励
・
見
送
り
を
実
施
し
た
。

出
国
に
先
立
つ
１
月
31
日
、

「
さ
ざ
な
み
」
を
訪
問
し
隊

友
会
を
代
表
し
て
寺
尾
広
島

県
隊
友
会
長
が
激
励
品
を
贈

呈
し
た
。

（
事
務
局
長
・
森
本
茂
生
）

出港見送り

現
在
無
敵
の
藤
井
聡
太
８

冠
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
将
棋
の

研
究
を
し
て
い
る
そ
う
だ
が
、

今
や
家
電
や
車
に
も
Ａ
Ｉ
が

搭
載
さ
れ
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ

る
画
像
加
工
な
ど
Ａ
Ｉ
は
身

近
な
存
在
と
な
っ
た
。
ま
た
、

能
登
半
島
地
震
の
捜
索
救
助

の
現
場
で
は
Ａ
Ｉ
搭
載
の
ロ

ボ
ッ
ト
犬
が
試
験
的
に
投
入

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

地
震
の
分
析
や
天
気

予
報
な
ど
Ａ
Ｉ
は
我
々

の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
技
術
と
な
っ
て
い

る
。
同
時
に
軍
事
活

用
も
拡
大
傾
向
に
あ

り
、
既
に
Ａ
Ｉ
搭
載

無
人
機
な
ど
が
実
戦

で
多
用
さ
れ
て
い
る
。

米
軍
の
将
来
コ
ン
セ

プ
ト
の
統
合
全
領
域

指
揮
統
制
（
Ｊ
Ａ
Ｄ

Ｃ
２
）
シ
ス
テ
ム
で

は
そ
の
中
核
を
担
い
、

後
方
、
教
育
訓
練
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
も
Ａ
Ｉ
は
不
可
欠
だ
。

官
民
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
や
技

術
競
争
の
主
戦
場
は
Ａ
Ｉ
に

移
っ
て
い
る
。

た
だ
し
Ａ
Ｉ
に
も
リ
ス
ク

は
存
在
す
る
。
Ａ
Ｉ
の
未
熟

や
不
適
切
な
学
習
に
よ
る
誤
っ

た
解
答
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ
の
悪

用
に
よ
る
社
会
の
混
乱
も
起

き
て
い
る
。
以
前
、
自
動
運

転
を
開
発
し
て
い
る
自
動
車

会
社
の
社
長
か
ら
「
基
礎
研

究
段
階
で
Ａ
Ｉ
に
様
々
な
ト

ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
を
覚
え
さ
せ

人
間
と
勝
負
さ
せ
る
チ
ー
ム

の
報
告
書
に
、
Ａ
Ｉ
が
人
間

に
時
々
負
け
る
と
い
う
結
果

が
あ
り
ま
し
た
。
相
手
を
楽

し
ま
せ
る
と
い
う
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
の
た
め
、
人
の
表
情
等

を
判
断
し
時
々
わ
ざ
と
負
け

る
そ
う
で
す
。
」
と
い
う
話

を
聞
い
た
が
、
人
が
Ａ
Ｉ
に

翻
弄
さ
れ
、
ま
さ
か
と
は
思

う
が
自
動
化
・
自
律
性
の
高

い
Ａ
Ｉ
の
暴
走
が
将
来
現
実

と
な
る
の
で
は
と
思
わ
せ
る

も
の
で
も
あ
っ
た
。

現
在
、
世
界
規
模
で
Ａ
Ｉ

規
制
の
議
論
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
権
利
の
侵
害
や
Ａ
Ｉ

犯
罪
を
防
止
す
る
だ
け
で
な

く
Ａ
Ｉ
自
身
に
よ
る
加
害
を

も
念
頭
に
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。
一
方
で
人
口
減
少
の
補

完
や
生
産
性
向
上
の
寄
与
な

ど
へ
の
期
待
が
大
き
い
も
の

だ
け
に
慎
重
に
一
線
を
引
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
か
の
国
で

は
生
成
Ａ
Ｉ
法
規
制
に
よ
っ

て
、
党
や
指
導
者
に
対
す
る

批
判
に
Ａ
Ｉ
は
一
切
答
え
な

い
よ
う
な
統
制
を
行
っ
て
い

る
そ
う
だ
が
、
国
際
的
な
ル
ー

ル
作
り
に
も
政
治
の
思
惑
が

絡
み
合
う
。
し
か
し
、
新
技

術
の
発
達
速
度
は
加
速
し
て

い
る
だ
け
に
、
Ａ
Ｉ
が
人
類

の
発
展
や
社
会
の
安
定
の
た

め
に
活
用
さ
れ
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
。

そ
し
て
重
要
な
シ
ス
テ
ム
ほ

ど
制
御
や
判
断
に
人
間
を
介

在
さ
せ
る
こ
と
（H

u
m
an

in
th
e
L
o
o
p

）
が
基
本

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

今
回
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
発

煙
筒
作
成
と
思
っ
た
が
、
時

期
尚
早
の
よ
う
だ
。

（（
常常
務務
執執
行行
役役
引引
田田
淳淳
））

ひ
き

た
あ
つ
し

ＡＡＩＩのの活活用用とと管管理理

２
月
１
日
、
第
47
次
派
遣
海
賊
対
処
水
上
部
隊
（
情
報
収
集
活
動
を
兼
務
）
護
衛
艦
「
さ
ざ
な
み
」
（
指
揮

官＝

艦
長
・
伴
昌
行
２
等
海
佐
）
が
、
乗
員
約
２
０
０
名
、
海
上
保
安
官
８
名
を
搭
乗
さ
せ
、
海
上
自
衛
隊
呉

基
地
を
出
港
し
た
。

「
さ
ざ
な
み
」
は
昨
年
９
月
に
出
港
し
た
「
あ
け
ぼ
の
」
と
交
代
す
る
。
派
遣
部
隊
の
１
月
末
ま
で
の
累
計

護
衛
隻
数
は
３
９
５
５
隻
で
あ
り
、
特
異
事
例
と
し
て
「
あ
け
ぼ
の
」
は
、
１
月
15
日
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
船

籍
の
船
舶
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
た
と
の
情
報
を

受
け
、
搭
載
ヘ
リ
と
当
該
船
舶
と
の
通
信
を
行
い
Ｔ
Ｆ
１
５
１
に

情
報
提
供
を
実
施
し
て
い
る
。

広広島島県県隊隊友友会会がが激激励励

艦長に激励品を贈呈する寺尾会長
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